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(Received Apr. 15， 1972) 
Recent1y the sprawled expansion of urban areas are intense in local central 
oity as well as major city. The onIy enforcement of policies to this condition 
as the city planning， isa land re-adjustment. So this report aims to make 
c1ear the Iiving environments and the actual conditions of inhabitants of the 
sprawled area and the land re司adjustmentarea， and make clear the advantages 
and disadvantages of the land re-adjustment， moreover， make clear the actual 
conditions of the regional specialization of housing c1asses， owing to the land 
re-adjustment. 
As a resu1t of this study， the fol1owings become c1ear: 
1. The land re-adjustment is an effective method， which excludes the dis-
advantages of disorder sprawIing and forms the dweI1ing environment on a 
certain level. 
2. The land re-adjustment pushes out the c1asses which are not able to 
afford the land prices， as results， which causes more sprawling and drive 
the class specialization of suburban area's inhabitants. 
3. The demands of inhabitants to the dwelling environment have regional 
and classical character， so in making the city planning it is important to 
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表 3~1 持家の宅地所有関係 ( )内は実数
|持 地|借 地|不 明| i口L 言十
大
77.8% 19.2 3.0 100 
p凸ム~ 地
(77) (19) ( 3) (99) 
64.7 4.0 100 
北四ツ居地区|
(40) (79) ( 5) (124) 
表3-2 持家の宅地取得方法 ( )内は実数
購 入|借 地 相 続 その他|不 明 メ口』 言十
17.2 19.2 2.0 3.0 100 
大 宮 地 区
(58) (17) (19) ( 2) ( 3) (99) 
63.0 12.9 1.6 4.0 100 
北四ツ居地区











表 3ー 3 元の地主との関係、現在の地主との関係 ( )内は実数
現在の地主との関係
大宮地区|北四ツ居地区 大宮地区|北四ツ居地区
イ、不動産業者 32.5 (25) 22.5 (9) 26.3 (5) 40.5 (32) 
ロ、もとから関係があった 49.4 (38) 52.5 (21) 57.9 (11) 21.5 (17) 
ハ、 係土地がでを、取き得たするので関 13.0 (10) 12.5 (5) 15.8 (3) 36.7 (29) 
不 明 5.2 (4) 12.5 (5) 一 一 1. 3 (1) 
言十 100% (77) I 100 (4的| ?????? ?、? ?? ???、 、 ，? ????? ?? ???
イ、不動産業者
もとから知っていた 28.0 (7) 11.1 (1) 20.0 (1) 9.4 (3) 
新聞・広告で知った 12.0 (3) 9.4 (3) 
庖あるいは現地を尋ねて 48.0 (12) 22.2 (2) 60.0 (3) 59.4 (19) 
そ の 他 8.0 (2) 55.6 (5) 15.7 (5) 
不 明 4.0 (1) 11.1 (1) 20.0 (1) 6.3 (2) 
ロ、もとから関係があった
親・兄弟・親せき 55.3 (21) 76.2 (16) 18.2 (2) 5.9 (1) 
全日 人 42.1 (16) 4.8 (1) 72.7 (8) 70.6 (12) 
勤め先の会社 一 一 4.8 (1) ー 一 5.9 (1) 
そ の 他 2.6 (1) 14.3 (3) 9.1 (1) 17.7 (3) 
不 明 一 一 一 一 一
ハ、土地を取得するので関係ができた
親の紹・介兄弟・親せき・知人 70.0 (7) 80.0 (4) 100.0 (3) 67.0 (20) 
公的機関の紹介 30.0 (3) 20.0 (1) 13.8 (4) 
新 聞・広 t口h で 3.5 (1) 
そ の 他 10.3 (3) 






























表3-4 持家の現住宅取得方法 ( )内は実数
|新築|建売、分|借家の|相続|その他|不明|合計譲住宅 |買取り I'n:J JIjIu I -l. VJ Il!:. 1 '1' 7J I 
7.1 15.2 2.0 2.0 100.0 
大 宮 地
( 7) ( 1) (15) ( 2) ( 2) (99) 
38.0 0.8 100.0 
(59) (47) 一 (14) ( 1) ( 3) (124) 
表3-5 持家住宅の取得方法別建築面積の平均
新 築 住 宅 建 売・分譲住宅
大 宮 地 区 111.9nl (33.9坪〕 59. 2nl (17.9坪)
北四ツ居地区 96.6m2 (29.3坪〉 62.1nl (18.8坪)
表3-6 持家住宅の取得方法別敷地面積の平均
新 築 住 宅 建 売・分譲住宅
大 宮 地 区 316.5m3 (95.9坪〉 117. 9m2 (35.7坪)
北四ツ居地区 281. 8m2 (85.4坪〉 113.6nl (34.9坪〉
表 3ー 7 持家住宅の敷地利用率の平均
新 築 住 宅 建 売・分譲住宅
大 宮 地 区 52.0% 65.0% 
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敷地の利用率
居地区では不動産業者によって建売・分譲住宅が盛ん
に建設されているo この建売・分譲住宅は新築住宅よ
り平均約35rrfも小さし建べい率も新築住宅より高く
劣悪なものである。また，新築住宅に関しても，北四
ツ居地区は大宮地区より建築面積で平均約15rrf，敷地
面積で平均35rrfも少なL、。
全体に北四ツ居地区では大宮地区より狭小過密な住
宅地が形成されているといえるo
(昭和47年4月15日受理)
図 3~8積面地敷図3ー 7
ると，図3-8のごとく，新築住宅について両地区と
も利用率50--60%が最も多L、。建売・分譲住宅につい
ては， 40....50%が最も多L、。なお，敷地利用率の平均
値を求めたのが表3~7である。これによると平均値
でみる限り両地区とも建売・分譲住宅の敷地利用率は
新築住宅より高いことがわかるo また，昭和13年度住
調による〔市部〕における敷地利用率の平均は33.5%
であり，両地区ともこれより高くなっているo
まとめてみると，無秩序なスプロール地域の北四ツ
積面築建図3-6
